
■
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
平
成
８
年
10
月

に
兵
庫
県
よ
り「
災
害
拠
点
病
院
」と
し
て

指
定
さ
れ
、平
成
19
年
に
は
西
宮
市
の
条
例

に
よ
り「
災
害
拠
点
医
療
地
区
」と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
拠
点
病
院
は
、災
害

時
に
多
発
す
る
重
篤
救
急
患
者
の
救
命
医

療
を
行
う
た
め
の
高
度
な
診
療
機
能
、
院

内
の
水
や
電
気
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維

持
機
能
、
及
び
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）の
派
遣
機
能
等
を
持
ち
、
重
症
・

重
篤
な
傷
病
者
を
受
入
れ
る
な
ど
、
災
害

時
の
医
療
救
護
活
動
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院「
急
性
医
療
総
合
セ

ン
タ
ー
」の
建
設
は
、
災
害
拠
点
病
院
及
び

特
定
機
能
病
院
と
し
て
地
域
に
お
け
る
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
、救
急
、集
中
治
療
、

手
術
部
門
等
を
一
つ
の
建
物
に
集
約
す
る

と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
に
も
機
能
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

■
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　

急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
、
手
術
セ
ン
タ
ー
、
集
中
治

療
セ
ン
タ
ー
、
I
V
R（
血
管
内
手
術
）セ

ン
タ
ー
な
ど

の
急
性
期
医

療
の
中
核
を

な
す
施
設
を

集
約
・
配
置

し
、
災
害
拠

点
病
院
と
し

て
の
役
割
を

充
実
さ
せ
、

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
も
機
能
す

る
よ
う
、
免
震
構
造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
中
豪
雨
や
武
庫
川
の
氾
濫
な
ど

の
大
規
模
水
害
に
備
え
、
機
械
室
は
地
下
に

設
置
せ
ず
最
上
階
に
設
置
し
、
水
没
に
よ

る
機
能
停
止
等
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

７階 機械室

６階 周産期センター
（NICU、GCU、産科手術室など）

５階 アイセンター、手術センター（中央滅菌室）

４階 手術センター

３階 集中治療センター（ICU、HCUなど）

２階 救命救急センター
（EICU・CCU、救急病床など）

１階 救命救急センター（初療室、救急手術室など）、
IVRセンター

　

こ
れ
ま
で
の
病
院
は
開
院
以
来
40
年
が

経
過
し
て
お
り
、
漏
電
や
水
漏
れ
が
発
生

す
る
な
ど
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
天
井
が
低
く
手
術
室
が
手
狭

で
し
た
が
、
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
天
井
を
よ
り
高
く
設
計
し
て
あ
る
の
で
、

今
ま
で
困
難
だ
っ
た
最
新
の
大
型
医
療
機

器
設
置
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、将

来
を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
、
今
後
増
改
築
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
手
術
セ
ン
タ
ー

が
離
れ
て
い
た
た
め
、
搬
送
に
５
分
以
上

か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
、
急
性
医
療
総

合
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
た
こ
と
で
、ス
ム
ー

ズ
な
連
携
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ

り
、
よ
り
一
層
安
全
で
質
の
高
い
医
療
、
高

度
な
医
療
を
提
供
し
、
地
域
社
会
へ
の
さ

ら
な
る
貢
献
を
め
ざ
し
ま
す
。
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理念
兵庫医科大学病院は、

安全で質の高い医療を行い、
地域社会へ貢献するとともに、
よき医療人を育成します。

基本方針
・人権を尊重し、患者の立場に立った医療の実践

・人間性豊かな、優れた医療人の育成
・高度で、先進的な医療や医学研究の推進
・健康増進活動による保健・福祉の推進
・地域の医療機関との円滑な連携

急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー

 

〜
平
成
25
年
4
月
オ
ー
プ
ン
！
〜

土台部分に設置された免震装置



■
4
階
　
手
術
セ
ン
タ
ー

　

４
階
の
手
術
室
セ
ン
タ
ー
に
は
、こ
れ
ま
で
よ
り
広
い
14
室
の
手
術
室

を
設
置
し
、
血
管
撮
影
装
置
を
統
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
や
、
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』な
ど
、
最
新
鋭
の
医
療
機
器
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

■
5
階
　
ア
イ
セ
ン
タ
ー
、

　
手
術
セ
ン
タ
ー（
中
央
滅
菌
室
）

　

ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
目
お
よ
び
目
の
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
病
気
に
対

応
す
る
、
最
新
鋭
の
手
術
機
器
を
備
え
た
手
術
室
３
室
を
有
し
、
手
術

室
へ
は
病
棟
か
ら
直
接
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
担
当

看
護
師
・
ス
タ
ッ
フ
が
手
術
に
も
立
ち
会
う
こ
と
で
、
一
体
化
し
た

医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

５
階
の
手
術
セ
ン
タ
ー

に
は
管
理
部
門
や
職
員
用

の
施
設
を
設
置
し
、
中
央

滅
菌
室
で
は
、
手
術
や
処

置
に
使
用
す
る
医
療
用
機

械
の
洗
浄
・
組
立
・
滅
菌

を
行
い
ま
す
。

フ
ロ
ア
紹
介

■
3
階
　
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー

　

３
階
の
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー 

I
C
U
で
は
、
主
に
院
内
の
重
症
の
患

者
さ
ん
や
、
心
臓
血
管
外
科
、
脳
外
科
、
肝
臓
外
科
な
ど
の
術
後
患
者
さ

ん
の
回
復
を
目
的
に
集
中
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、 

H
C
U（
ハ
イ
・
ケ
ア
・
ユ
ニ
ッ
ト
）は
、
中
等
症
の
患
者
さ
ん

の
治
療
・
回
復
を
目
的
と
し
て
お
り
、
I
C
U
と
一
般
病
棟
と
の
中
間
的

な
働
き
で
病
院
全
体
と
し
て
有
効
か
つ
安
全
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

■
6
階
　
周
産
期
セ
ン
タ
ー

　

６
階
の
周
産
期
セ
ン
タ
ー
は
、
新
生
児
や
未
熟
児
の
た
め
の
集
中

治
療
室
が
あ
り
、
隣
接
す
る
10
号
館
の
母
親
の
た
め
の
集
中
治
療
室

と
併
せ
て
産
前
産
後
の
一
貫
し
た
療
養
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
授
乳
室
や
退
院
支
援
を
目
指
し
た
外

泊
準
備
室
も
備
え
、
フ
ロ
ア
全
体
を
暖
か
い
色
調
で
統
一
し
、
床
も
木

目
調
に
す
る
な
ど
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

■
2
階
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

　

２
階
に
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
用
の
集
中
治
療
室

（
E
I
C
U
）と
、
重
症
の
循
環
器
疾
患
患
者
の
集
中
治

療
室（
C
C
U
）が
あ
り
、大
学
病
院
の
特
性
を
生
か
し
、

複
合
重
症
疾
患
や
循
環
器
救
急
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
高

度
な
専
門
的
集
中
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
１
階
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
初
療
後
、
病
院
内
の
全
診
療

科
と
連
携
し
て
、
速
や
か
に
専
門
分
野
で
の
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
運
用
し
ま
す
。

「くすりの話」
水なしで飲める錠剤って？
　水なしで飲める錠剤は、一般に口腔内崩壊錠（こうくうないほうかいじょう）
といわれています。これは、舌の上にのせると唾液あるいは少量の水分により
数十秒でとけるため、一般の方のみならず、錠剤をうまく飲み込めない高齢者
や水分摂取制限を受けている方にとっても有用です。口腔内崩壊錠は、従来の
水で飲む錠剤と効果に差がないことが試験で確認されています。また、水で飲
んだ時と水なしで飲んだ時の差がないことも確認されていますので、ほかのく
すりと一緒に水で飲んでも差し支えありません。
　服用時の注意としては、寝たままの状態のときは水なしでは飲まないように
すること、口腔内崩壊錠の中には吸湿性が高いものがあるので、そのような錠
剤は飲む直前に包装から取り出すようにすることなどです。

アイセンター

ハイブリッド手術室

■
1
階
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、I
V
R
セ
ン
タ
ー

　

１
階
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、初
療
室
、熱
傷
専
門
処
置
室
、手
術
室
が
あ
り
、循
環
器
専
門
医
と
救
命
救
急
医

が
分
担
・
協
力
し
て
急
性
心
筋
梗
塞
や
多
発
外
傷
な
ど
に
、緊
急
手
術
や
処
置
を
行
い
ま
す
。

　

I
V
R
セ
ン
タ
ー
は
エ
ッ
ク
ス
線
透
視
、
C
T
な
ど
を
見
な
が
ら
体
内
に
細
い
管（
カ
テ
ー
テ
ル
や
針
）を
入
れ
て

治
療
を
行
い
ま
す
。
循
環
器
、
脳
神
経
、
頭
頸
部
、
胸
部
、
腹
部
な
ど
に
対
し
、
血
管
形
成
術
、
動
脈
塞
栓
術
な
ど
の
血

管
へ
の
治
療
と
、
患

部
の
一
部
を
切
り

取
っ
て
行
う
生
体
検

査
、
ラ
ジ
オ
波
に
よ

る
局
所
療
法
な
ど
の

血
管
以
外
へ
の
治
療

を
行
い
ま
す
。
４
つ

の
血
管
撮
影
室
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
最
新
鋭
の

装
置
を
備
え
付
け
、

全
て
の
領
域
で
先
進

的
な
診
療
を
行
い
ま

す
。

手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」



集
め
、整
理
し
、院
内
外
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

の
病
院
で
採
用
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
は
も
ち
ろ
ん
、

薬
局
・
薬
店
で
売
ら
れ
て
い
る
薬
な
ど
も
含
め
た

各
種
の
医
薬
品
に
つ
い
て
の
情
報
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
医
薬
品
に
つ
い
て
の
情
報
は
日
々
新
し
く
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
様
々
な
方
法

を
用
い
て
集
め
、
利
用
し
や
す
い
か
た
ち
に
整
理

し
ま
す
。
一
方
、外
来
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
お

薬
相
談
室
」を
設
け
、
薬
剤
の
使
用
法
や
管
理
法
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

４
つ
の
病
棟
薬
局（
１
号
館
８
階
・
10
階
・
13
階
、

10
号
館
１
階
）を
配
置
し
、
各
病
棟
に
お
け
る
一
般

注
射
薬
の
無
菌
混
合
調
製
・
薬
剤
管
理
指
導
お
よ

び
病
棟
配
置
薬
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
院
患
者
さ
ん
に
は
持
参
薬
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
服

用
薬
の
薬
剤
の
効
果
・
副
作
用
及
び
服
用
方
法
な

ど
の
説
明
お
よ
び
退
院
時
の
服
薬
説
明
を
患
者
さ

ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
教
室
へ
の
参
画
や
腎
臓
病
教
室
の
ス
タ
ッ

フ
の
一
員
と
し
て
の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

を
抱
え
た
患
者
さ
ん
も
手
術
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、よ
り
注
意
深
い
麻
酔
管
理
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
周
術
期（
手
術
中
だ
け
で
な
く
前
後

の
期
間
を
含
め
た
一
連
の
期
間
）の
合
併
症
を
極
力

減
ら
せ
る
よ
う
、
安
全
性
を
重
視
し
て
日
常
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
麻
酔
の
各
分
野
の
紹
介

心
臓
の
麻
酔

　

人
工
心
肺
を
用
い
る
ほ
と
ん
ど
の
心
臓
手
術
で
、

食
道
内
に
挿
入
し
た
超
音
波
プ
ロ
ー
ブ
装
置
を
用

い
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
心
機
能
、
弁
の
チ
ェ
ッ

■
診
療
内
容

　

当
科
は
、
全
身
麻
酔
、
脊
椎
麻
酔（
腰
椎
麻
酔
）、

硬
膜
外
麻
酔
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
麻
酔
を
行

い
、
手
術
中
の
患
者
さ
ん
の
安
全
確
保（
鎮
痛
、
鎮

静
）に
努
め
て
い
ま
す
。
当
院
の
す
べ
て
の
外
科

系
診
療
科
の
手
術
麻
酔
管
理（
各
科
で
行
う
局
所

麻
酔
症
例
以
外
）を
担
当
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
は
約
６
０
９
０
例
の
麻
酔
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
外
科
系
各
科
や
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、集
中
治

療
室
、ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
も
協
力
連
携
し
て
、

患
者
さ
ん
が
順
調
に
手
術
を
終
え
て
回
復
さ
れ
る

よ
う
に
、
術
前
の
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
麻
酔
計

画
を
立
案
し
実
施
し
ま
す
。
レ
ミ
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
、

ス
ガ
マ
デ
ッ
ク
ス
、
デ
ス
フ
ル
ラ
ン
な
ど
の
新
し

い
薬
剤
の
登
場
に
加
え
、
各
種
の
機
器
類
や
管
理

法
の
進
歩
に
よ
り
麻
酔
の
安
全
性
は
格
段
に
向
上

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な
臓
器
に
問
題

　

薬
剤
部
は
患
者
さ
ん
に
安
全
か
つ
効
果
的
な
薬

物
療
法
を
提
供
す
る
た
め
、
調
剤
製
剤
部
門
・
臨

床
薬
剤
部
門
・
薬
剤
管
理
部
門
に
約
60
名
の
薬
剤

師
を
配
置
し
、
内
外
用
入
院
調
剤
、
一
般
・
特
殊
製

剤
、
T
P
N（
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
）・
抗
が
ん
剤
を

含
む
注
射
薬
の
混
合
調
製
、
患
者
さ
ん
へ
の
服
薬

説
明
、
医
薬
品
の
購
入
・
供
給
・
品
質
管
理
、
医
薬

品
情
報
の
収
集
・
提
供
な
ど
、
各
部
門
が
そ
れ
ぞ

れ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
そ
の
職
能
を
発

揮
で
き
る
臨
床
薬
剤
師
の
育
成
に
力
を
い
れ
て
お

り
、
各
医
療
チ
ー
ム
に
薬
剤
師
を
配
置
し
、
今
後

も
各
領
域
に
お
け
る
専
門
薬
剤
師
の
育
成
に
努
め
、

患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
評

価
さ
れ
る
薬
剤
部
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
調
剤
製
剤
部
門
】

　

入
院
患
者
さ
ん
の
内
外
用
薬
や
注
射
薬
の
調
剤

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
調
剤
支
援
シ
ス
テ
ム
を
駆

動
し
、
調
剤
の
効
率
化
を
図
る
た
め
様
々
な
方
法

を
用
い
、
与
薬
に
か
か
る
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、厳
重
な
管
理
を
必
要
と
す
る
向

精
神
薬
・
筋
弛
緩
薬
・
血
漿
分
画
製
剤
な
ど
の
使
用

に
対
し
て
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
実
施
し
、患
者
さ

ん
に
安
全
な
投
与
が
で
き
る
よ
う
医
薬
品
の
調
剤

と
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
製
剤
試
験
室
で
は
、各

種
製
剤
機
器
や
無
菌
室
を
設
備
し
、
一
般
製
剤
と
特

殊
製
剤
の
調
製
、
試
験
、
供
給
及
び
T
P
N
の
調
製

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
T
P
N
の
調
製
は
、「
無
菌

製
剤
処
理
」の
施
設
基
準
の
承
認
を
得
て
お
り
、
現

在
、
１
ヶ
月
あ
た
り
約
２
０
０
０
本
の
T
P
N
を

調
製
・
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
個
々

に
合
わ
せ
た
薬
物
治
療（
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
医
療
）

用
の
薬
剤
の
調
製
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
臨
床
薬
剤
部
門
】

　

薬
品
情
報
管
理
室
は
医
薬
品
に
関
す
る
情
報
を

【
が
ん
セ
ン
タ
ー
外
来
化
学
療
法
室
】

　

適
正
な
抗
が
ん
剤
治
療
を
提
供
す
る
た
め
、
外

来
化
学
療
法
室
で
、
薬
剤
師
が
化
学
療
法
の
レ
ジ

メ
ン（
投
与
す
る
薬
剤
の
種
類
や
量
、
期
間
、
手
順

な
ど
を
時
系
列
で
示
し
た
計
画
書
）を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
適
切
な
手
技
に
て

抗
が
ん
剤
を
無
菌
混
合
調
製
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
お
薬
の
説
明
も
行
っ
て
い

ま
す
。

麻
酔
科

麻酔器、モニターと電子麻酔記録装置

ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
異
常
の
早

期
発
見
や
手
術
の
順
調
な
進
行
が
期
待
で
き
ま
す
。

当
院
で
は
心
臓
麻
酔
専
門
医
の
資
格
を
持
つ
指
導

医
の
も
と
麻
酔
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

僧
帽
弁
形
成
手
術
等
で
は
３
D
エ
コ
ー
を
用
い
た

立
体
的
な
弁
の
評
価
を
行
い
治
療
成
績
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
来
法
に
比
べ
低

３D心エコー装置

低侵襲心臓外科手術（MICSミックス手術）の様子

経食道心エコープローブ

侵
襲
の
手
術
で
あ
る
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
挿
入
術
や

M
inim
ally Invasive Cardiac Surgery

（
従
来
よ
り

も
小
さ
な
傷
で
行
う
心
臓
手
術
）の
麻
酔
管
理
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

超
音
波
ガ
イ
ド
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

　

近
年
、超
音
波
画
像
に
よ
り
神
経
と
麻
酔
薬
を
注

入
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
針
と
の
位
置
関
係
を
見
な
が
ら

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
手
技
が
普
及
し
、従
来
の
解

剖
学
的
な
位
置
情
報
か
ら
推
測
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
法
に
比
べ
安
全
性
、
確
実
性
が
向
上
し
て
き
ま

し
た
。
合
併
症
を
最
小
限
に
す
る
べ
く
、経
験
豊
か

な
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
で
施
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
は
大
腿
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
、
腹
横
筋
膜
面
ブ
ロ
ッ
ク
、
腕
神
経
叢
ブ
ロ
ッ

ク
、
閉
鎖
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
ま
た
、
呼
吸

器
外
科
領
域
で
は
、
肋
間
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
や
傍
脊

椎
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
の
麻
酔

　

緊
急
帝
王
切
開
症
例
へ
の
迅
速
な
対
応
を
行
え

る
よ
う
に
体
制
づ
く
り
に
努
め
、
例
年
１
６
０
〜

２
２
０
例
程
度
の
帝
王
切
開
術
の
麻
酔
を
行
っ
て

い
ま
す
。

小
児
の
麻
酔

　

小
児
外
科
、
眼
科
、
泌
尿
器
科
、
形
成
外
科
、
耳

鼻
科
に
お
い
て
例
年
３
０
０
〜
４
０
０
例
程
度
の

５
歳
以
下
の
小
児
の
麻
酔
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

極
少
未
熟
児
の
緊
急
手
術
の
麻
酔
も
行
い
ま
す
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
麻
酔

　

外
傷
や
腹
膜
炎
な
ど
緊
急
手
術
を
要
す
る
患
者
さ

ん
の
麻
酔
管
理
を
24
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
麻
酔

　

平
成
24
年
12
月
か
ら
内
視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』に
よ
る
前
立
腺
全
摘
術
の
麻

酔
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
は
出
血
量

が
少
な
く
、低
侵
襲
で
あ
る
等
の
利
点
が
あ
り
、こ

れ
ら
の
利
点
を
活
か
せ
る
よ
う
泌
尿
器
科
の
先
生

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

薬
剤
部



開催日 テーマ 講演者

4月24日（水） 高齢者のうつについて 精神科神経科　主任教授
松永　寿人

5月15日（水） ヘリコバクターピロリ感染胃炎と
除菌について

内科 上部消化管科　講師
福井　広一

6月5日（水） 胸やけのことをもっと知ろう 上部消化管外科　講師
竹村　雅至

6月26日（水） 造血幹細胞移植について 血液内科　講師
池亀　和博

市民健康講座のお知らせ

お問い合わせ先 兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター　電話番号：0798-45-6035（直通）

10号館3階　第3会議室　15：00～16：30　申込み不要、参加費不要開催場所・時間

病院NEWSのバックナンバーは兵庫医科大学のホームページよりご覧いただけます。
http://www.corp.hyo-med.ac.jp/public/hospitalnews.html
または、　学校法人兵庫医科大学　病院NEWS　で検索してください。


